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地球環境委員会

活動報告

2009年３月19日

委員長 吉野 博

（東北大学 教授）

2007～2008年度調査研究関連委員会活動報告会
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委員会全体の主な課題と成果

課題１．建築分野からの地球温暖化対策についての情報発信。
対応：関連10団体に働きかけて「地球温暖化対策会議」を設置し、

提言「建築分野の地球温暖化対策ビジョン2050」（案）
－建築のカーボンニュートラル化を目指して－

をまとめた。（地球温暖化対策会議／主査：吉野 博）

課題２．将来を見据えた委員長直属のＷＧの設置。
対応：２つのＷＧを設置した。

①中国における住宅の省エネルギー問題検討ＷＧ
（主査：吉野 博）

②国際情報発信ＷＧ（主査：岩村和夫）

課題３．各小委員会・ＷＧ間の情報交流の必要性。
対応：本委員会の開催に併せて、情報交流フォーラムを開催した。

特に、2008年度からは、一般にも公開とした。
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提言「建築分野の地球温暖化対策ビジョン2050」（案）
－建築のカーボンニュートラル化を目指して－

１）2000年の建築関連５団体による「地球環境・建築憲章」を

踏まえている

２）今回は、建築関連の１０団体との共同提案である

３）目標：2050年に向けて建築のカーボン・ニュートラル化を

目指す（バックキャスティング）

４）最近の知見、温暖化防止の世界の動きを十分に考慮している

５）提言の内容は大きく二つ
① 新築建築は今後10～20年の間にカーボン・ニュートラル化を推進する
② 既存建築は改修を通して2050年までにカーボン・ニュートラル化を実現

６）方針は二つ
① カーボン・ニュートラル化に向けた計画・設計・施工・運用の方針
② 建築を通したカーボン・ニュートラルな地域や社会の構築

７）行動計画についても比較的簡単に触れている。
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究極目標「長期的な気候安定化」

世界全体で温室効果ガス排出量を半減

２０５０年建築分野のカーボンニュートラル化
① 新築建築は、今後10～20年の間に二酸化炭素を極力排出しないカーボン・ニュートラル化を推進する

② 既存建築は、改修を通して2050年までに建築全体のカーボン・ニュートラル化を実現する

エネルギー消費の最小化とグリーン化
運用対策（①省エネルギー、②再生可能エネルギー）と建設対策（③長寿命化、④エコマテリアル）

経済的手法の活用・ライフサイクルマネジメントの構築

・都市や地域までを視野に入れた対策 ・情報・経済システムの活用
・地域の気候風土への配慮と利活用 ・ライフスタイルの変革
・森林吸収源、炭素固定対策への貢献 ・市民とともに描く2050年の社会像

方針１ 建築のカーボン・ニュートラル化に向けた計画・設計・施工・運用の方針

方針２ 建築を通したカーボン・ニュートラルな地域や社会の構築

建築分野の地球温暖化対策ビジョン２０５０

IPCC第4次評価報告書

先進国としての責務

建築分野のポテンシャル

低炭素社会

持続可能な社会

バックキャスティング

行動計画 研究開発、政策提言、人材育成、情報発信、連携
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委員長としての戦略的ＷＧ：
中国における住宅の省エネルギー問題検討WG

■WGの活動内容

中国主要都市とその周辺農村部における住宅エネルギー消費量の実態を明らかにし、居住環境要因
と住宅エネルギー消費の関連性を構造的に明らかにする。

ライフスタイルを考慮した将来予測を行なうことにより、エネルギー消費の増加を押さえつつ快適で健
康な室内環境を実現するための住宅省エネルギー政策の基礎となる資料を整備することを目標

■アンケート調査および電力・ガスメータ読取調査の結果
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2007～2008年度の小委員会構成

１．地球温暖化対策推進小委員会 （主査：三浦秀一）

２．資源利用戦略小委員会 （主査：中島史郎）

３．ヒートアイランド小委員会 （主査：足永靖信）

４．地球環境と防災小委員会 （主査：佐土原聡）

５．サステナブルビルディング普及検証小委員会
（主査：大岡龍三）

６．ＬＣＡ総合評価手法検証小委員会 （主査：伊香賀俊
治）

７．地球環境・構造小委員会 （主査：稲田達夫）

８．エコロジカルリージョン対策小委員会 （主査：ﾃ゙ﾜﾝｶーﾊ゙ｰ
ﾄ）

９．サステナブル建築モデル検討デザイン小委員会
（主査：安田幸一）

10．地球環境時代における教育小委員会 （主査：宿谷昌則）

11. 地球環境建築のすすめ改訂編集委員会 （主査：村上周三）
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地球温暖化対策推進小委員会
目的；

・京都議定書を念頭においた実効性のある対策の検討
・建築の省エネルギー対策評価
・建築の再生可能エネルギー導入、地域エネルギーシステム
構築の検討

成果；
１．京都議定書目標達成に向けた、建築分野における対策・地

域連携・学会の役割・建築の将来像について検討した。
２．委員会外部から講師を招き、情報収集を行った。
①韓国における再生可能エネルギーと温暖化対策
韓国慶北大学教授 洪元和、2008年1月11日
②北米における建築物の環境性能とカーボンニュートラル
レイモンド・コール ブリティッシュ・コロンビア大学
建築学部教授、2008年4月15日

③建築の太陽エネルギー利用について：日本設計大野二郎氏
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資源利用戦略小委員会

目的；

・各種建材のマテリアルフローを作成する（2007・2008年度）

・建築における資源利用戦略を提案する（2008年度）

・マテリアルフロー作成ガイドラインを作成する。

（2008年度)

成果；

１．窯業系建材、タイルのマテリアルフローを作成した。

２．建材７品目のマテリアルフローを資源循環という視点から

整理し、資源利用戦略について検討した。

３．一連の検討内容を2008年度の報告書としてまとめた。
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ヒートアイランド小委員会

目的；

・ヒートアイランドは多様な要因が複雑に絡む現象であり、対策を

推進するに当たっては発生メカニズムの解明を行う必要がある。

・本小委員会では多様な要因、スケールで生じるヒートアイランド

現象のメカニズムの検討を行うと共に、行政・自治体等の社会事

業に役立つ効果的な方策を提案する。

成果；

１．都市気候モデリングWGにおける研究情報の収集

２．ニュースレター（英文、VOL.1～5）の発行

３．シンポジウム「都市キャノピー層の科学 －ヒートアイラ
ンドを抑制するサステナブル都市を目指して－」を実施。
（2008.7.5）参加者数61名（講師含む）

結果を建築雑誌活動レポートで公表。
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【成果の一例】 ファサードエンジニアリングの
統合による既存建物の改修 （竹内 徹）

地球環境と防災小委員会

目的；

・地球環境と防災を合わせて考えることの必要性、両者の相互

関係を整理する。長期的、総合的な視点に立って、リスクを

軽減するための良質なストックの確保、コミュニティ形成、

情報基盤の構築などの生活基盤のデザインの指針、手法など

をまとめる。

東京工業大学緑が丘１号館、撮影：竹内徹

成果；

・環境と防災の体系的な整理、各論テーマの整理ができ、計画

した成果を得ることができた。
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サステナブルビルディング普及検証小委員会

目的；

・ サステナブルビルディングの社会への普及状況を検証し、

一層の普及を図る方策を検討する

成果；

１．サステナブルビルディングの普及状況について次の調査を

実施した。

国・自治体の取り組み、防災関連制度、環境共生住宅、

国際動向、受賞・認定制度、エネルギー消費量、

サステナブルビルディング各種技術、評価尺度、

ステークホルダーの対応、社会システムなど

２．上記調査結果をまとめ活動報告書を作成（予定）
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LCA総合評価手法検証小委員会

目的；

・建築分野における環境評価にLCA統合評価を取り入れる検

討を行う。

成果；

１．CASBEEにおけるLCCO2評価導入対応

→2008年版CASBEEで反映され、CASBEEの中でLCCO2評価が行

われるようになった。

２．LCA原単位データベースを1995年版から2000年版に更新

→LCAデータベースは5年ごとに出される産業連関表を基に作

成されている。当小委員会で2000年版産業連関表を基に作

成したデータベースを作成した。
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地球環境・構造小委員会

目的；

・本委員会は建築構造の立場から地球環境への取組みを検討

する。設計段階で設定する物理的・社会的寿命の各段階に対

して、建築材料、構造部材、架構などの選定がどのような環境

負荷を与えるか等の検討を通し、今後の建築構造の在り方を

考察する。

成果；

１．前年度までの成果の見直しと、情報の発信。

建築構造性能評価システム(試案)の実建物（建築会館）へ

の適用と評価を行った。

２．上記結果を踏まえ、学会大会においてＰＤを開催。２年間

の成果を資料にまとめた。
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エコロジカルリージョン対策小委員会

目的；

・持続可能な都市・農村空間計画に関しての世界的動向と日本的

な特殊性の中でのその解決の方向性を探ることを目的とする。

成果；

１．都市計画学、農村計画学、地理学、環境学、森林学等での

リージョンに関する最近の情報を収集し、国内外での郊外

住宅地計画論、都市ネットワーク論、スペシャルプランニ

ング論、コンパクトシティ論をエコロジカルな視点から評

価検討のための研究を行った。

２．地球温暖化に対するエコロジカルリージョン的対策として、

森林等の地域再生可能エネルギー戦略による地域空間計画

の発展について研究を行った。
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サステナブル建築モデルデザイン小委員会
目的；

・当小委員会では、新たなサステナブル建築のモデルを検討す

るため、内部気候をデザインした「Climate Cube」のスタディ

を中心に活動を行った。

成果；

地球環境という大きな系のなかで、人間の感覚を設計する

建築デザインのありかたを下記の3点を中心に提示した。

１）自然のポテンシャルの発見

２）先端的素材・デバイス・システム

３）「洗練」ではなく新しいパラダイム

下記2点を課題として、さらに議論を進めていく。

１）素材の可能性の探求

２）設計プロセス（コラボレーションのありかた）
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地球環境時代における教育小委員会

目的；

・ 本小委員会では、建物の使い手（居住者）が自発的に健

康・快適で、しかも省エネルギー的な住環境創造を促し、
延いては地球環境保全に対する認識を深められるような
教育実践の方法を構築し、またそれを普及するための
ネットワーク作りを目的とする。

成果；

１．地球環境時代における教育の実践事例収集と分析は、
10数件達成された。

２．実践的プログラムの研究と開発については、各委員にお
いて行われ、ワークショップや支援活動も実施された。

３．地球環境時代における教育の情報ネットワークの運営に
ついては、2006年１月以降学会内に設置されているウェ
ブサイトが連絡・広報用に活用された。
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2009年度以降の小委員会構成

１．アジア地域における建築環境とSustainable小委員会

（主査：鉾井修一）

２．気候変動対策小委員会 （主査：三浦秀一）

３．炭素収支と資源利用小委員会 （主査：漆崎 昇）

４．都市と気候適応小委員会 （主査：成田健一）

５．地球環境・防災デザイン指針小委員会（主査：佐土原聡）

６．サステナブルビルディング普及検証小委員会

（主査：大岡龍三）

７．LCA統合評価手法開発小委員会 （主査：伊香賀俊

治）

８．環境負荷削減と構造小委員会 （主査：坂本真一）

９．サステナブル建築デザイン小委員会 （主査：安田幸一）

10．地球環境時代における教育小委員会 （主査：宿谷昌利）


